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Abstract
　The refl ectance spectra of petals in several Oenothera species were examined to search 
which one was suitable using for demonstration experiments of day and evening classes. A 
species of ‘evening primroses’, O. erythrosepala, opened fl owers at evening with a typical UV-
absorbed nectar guide and closed at morning, and thus this species was suitable for evening 
classes but not for day classes. The fl owers of ‘pinkladies’, O. speciosa, had an UV-absorbed 
nectar guide, but was a little obscure than that of O. erythrosepala. A naturalized population 
of this species spread widely in Japan was suitable for demonstration experiments of day and 
evening classes commonly, because the fl owers opened at morning and kept blooming even 
in the night. The signifi cance of ‘nectar guides’ of the nocturnal fl owers expressed by UV and 
other lightwave ranges was discussed on the basis of visual spectra of nocturnal and 
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域を除去した VIS画像と UV波長域を赤に変換した UV画像を合成した、いわゆるミツバ
チカメラ（ビー・カム）的画像で、花の中央部が他と明瞭に異なる蜜標を持つことを報告







　オオマツヨイグサ、‘redsepal evening primrose’（Oenothera erythrosepala）は夕刻に開
花し、早朝に萎む、明瞭な夜咲き種である。
　マツヨイグサ、‘Chilean evening primrose’（O. stricta）も明瞭な夜咲き種である。
　ヒナマツヨイグサ、‘little evening primrose’（O. perennis）は明瞭な昼咲き種である。
　ヒルザキツキミソウ、‘pinkladies’（O. speciosa）は、和名の通り昼咲きではあるが、夜
間も開花している。












光株式会社）を用いた（図 1）。BPB-42は 420nmに透過率の 50％程度のピークを持つが（山



























グサは花の直径が 10mm前後で、1枚の花弁の長さは 4mm程度である。花弁を 3部に分
けて計測することが難しく、このケースは基部と辺縁部に分けて計測した。
（4）太陽光と月光のスペクトル測定








した。図 4～ 8の cに示す反射スペクトルのプロット色は本図の 3部位を示す色と一致する。

















図 4　 オオマツヨイグサ（O. erythrosepala）の蜜標の擬似 UVカラー画像と花弁反射スペクトル




図 5　マツヨイグサ（O. stricta）の蜜標の擬似 UVカラー画像と花弁反射スペクトル
（a）可視光（VIS）画像、（b）擬似 UVカラー画像、（c）花弁の反射スペクトル。
図 6　ヒナマツヨイグサ（O. perennis）の蜜標の擬似 UVカラー画像と花弁反射スペクトル
（a）可視光（VIS）画像、（b）擬似 UVカラー画像、（c）花弁の反射スペクトル。
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基部は近紫外部を良く吸収する（図 5c）。
（3）ヒナマツヨイグサ（O. perennis）
　前 2種が英名で ‘evening primurose’と呼ばれている夜咲き種であるのに対し、本種は
‘little evening-primrose’と呼ばれるが、別名 ‘small sundrops’と呼ばれる昼咲きの種である。






近紫外部は最大 10～ 15％、550nmより長波長側も約 30％の反射率を示す（図 6c）。
（4）ヒルザキツキミソウ（O. speciosa）
　本種は和名の通り早朝に開花するが、使用した千葉県柏市付近のポピュレーションは夜





　花弁反射率（図 7c）は、花弁辺縁部は 550nmより長波長側を 70～ 80％反射すると共


















図 7　ヒルザキツキミソウ（O. speciosa）の蜜標の擬似 UVカラー画像と花弁反射スペクトル
（a）可視光（VIS）画像、（b）擬似 UVカラー画像、（c）花弁の反射スペクトル。
図 8　ユウゲショウ（O. rosea）の蜜標の擬似 UVカラー画像と花弁反射スペクトル
（a）可視光（VIS）画像、（b）擬似 UVカラー画像、（c）花弁の反射スペクトル。







　図 6のヒナマツヨイグサ（O. perennis）と図 8のユウゲショウ（O. rosea）は、擬似 UV
カラー画像も、反射スペクトルも共に花弁の部位による UV吸収パターン差異が小さく、
また、夕刻には萎んでしまうために教材としては好ましくない。

































然交配種、および人為的 F1で開花時間を調べ、人為的 F1 は昼咲きの形質を、自然交配
種は不連続な 2つの開花時間帯を示すことから、Hemerocallisは小さな突然変異の蓄積が
昼咲きから夜咲きが進化したのではなく、ほんの幾つかの遺伝子が昼咲きと夜咲きを支配




















　夜行性ポリネーターの代表的脊椎動物としては、コウモリ類（Baker, 1961; Dar et al., 
2006, etc.）が良く知られている。一般的に、脊椎動物の薄明薄暮視は「明暗視」であって
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コウモリ類は桿体が薄明薄暮視を司る視細胞と言われている。ところが、夜行性の訪花コ
ウモリの一種、パラスシタナガコウモリ（Glossophaga soricina）は 300～ 400nmの近紫
外部から 600nmまでを見ることが出来るという（Winter et al., 2003）。
　昆虫類の夜行性ポリネーターとしては鱗翅目の夜行性のガ、特にスズメガ科とヤガ科
（Kelber et al., 2002, 2003, etc.）が良く知られているが、インド産クマバチ（carpneter 
bee）の一種 Xylocopa tenuiscapaは薄明薄暮性、X. tranquebaricaは完全な夜行性であるこ
とが知られている（Somanthan et al., 2008a,b）。また、カリフォルニア産のヒメハナバチ
Melandrenaの一種も日の出 40分前から日の出 30分後にかけて Oenotheraを訪花すると
言う（Linsley, 1958）。
　Costa Rica産で、タバコスズメガ（Manduca sexta）が吸蜜するの 10種の白い花は UV
を反射せず（White, et al., 1994）、M. sextaの摂食行動にとって波長 440nmをピークとす
る青リセプターが主に重要であることが報告されているが（White, et al., 1994; Culter et 
al., 1995, etc.）、同じく夜行性のスズメガの一種ベニスズメ（Deilephila elpenor）、‘White-lined 
sphinx’（Hyles lineata）、‘Bedstraw Hawk-moth’（H. gallii）は、ヒトやミツバチが色彩を




特性を調べておかなければならない。図 10aは晴天の 250～ 850nmの太陽光放射スペク
トルであり、典型的な太陽放射スペクトルを示している。図 10bは晴天の日没直後の落





（a）太陽光：太陽光 10回の平均値（2009年 3月 15日、晴天、10:30～ 10:50）；（b）夕焼けおよび月光、
赤：落日方向の夕焼け空 10回の平均値（2009年 8月 4日、晴天、19:15～ 19:18。日没 18:43）；青：月光
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